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1．はじめに

　現在，次期学習指導要領の改定に向けた審議
が始まっており，その主要事項の一つにアクテ
ィブラーニングが挙げられている。アクティブ
ラーニングとは，学修者が能動的に学修に取り
組む学習形態で，現行の学習指導要領に示され
ている「言語活動の充実」の方向性がさらに進
められていくことになる。
　最近，教育現場においてはアクティブラーニ
ングに取り組む教師が増え，盛んに研究や実践
が行われている。工業科についてみてみると，
実習や課題研究などは，まさにアクティブラー
ニングであり，以前からこのような学習形態が
取られてきていた。しかし，座学の科目では，
知識伝達型の授業になりがちで，学修者が能動
的に学修する学習形態になっていないものも多
かったように思われる。
　そこで，アクティブラーニング型の授業とは
どのようなものなのか，工業科の科目「機械設
計」においてその授業実践に取り組んだ。

2．アクティブラーニングとは

　アクティブラーニングは，文部科学省の定義
で「学修者の能動的な学修への参加を取り入れ
た教授 ･学習法の総称」とされている。
　また，中央教育審議会『次期学習指導要領に
向けたこれまでの審議のまとめ』（H 28.8.1）で

は，子どもたちの「主体的学び」「対話的な学び」
「深い学び」の実現を目指す授業改善の視点と
示されている。
　知識・技能の習得だけではなく，知識・技能
を活用する力（思考力・判断力・表現力）や主
体的に学習に取り組む態度を育成する手立てと
してアクティブラーニングが打ち出されている。

3．アクティブラーニングの効果

　米 National Training Laboratoriesが平均学習
定着率を調査した結果が，図 1のラーニングピ
ラミッドである。これは，授業を受けてから半
年後にその内容をどの程度覚えているかを，学
習形態ごとで比較したものである。これによる
と，定着率は「講義」では 5％しかなく，［読書」
は 10％，「視聴覚」は 20％，「デモンストレー
ション」は 30％，「グループ討議」は 50％，「自
ら体験する」は 75％，「他の人に教える」は 90
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図 1　ラーニングピラミッド
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⑵　数学　　「線形計画法」
【パフォーマンス課題】
　株式会社可児工業では製品 Pと製品 Qを生
産しており，それらを製造するために必要な材
料がプラスチック，アルミ，ゴムの 3種類で，
各製品を 1個生産するため必要な材料の量と，
その在庫量は下記のようである。

　ひとつの材料だけ在庫量を 2 t増やすことが
できるとき，どの材料の在庫量を増やせば，さ
らに売り上げ高を上げることができるか。
【生徒が提出したレポート】
　数学は工業との関連性が非常に高い教科であ
る。実践した教諭は，数学の授業に工業の要素
を取り入れたパフォーマンス課題を設定した。

　テーマの線形計画法は工業数理基礎の単元に
も取り上げられており，生徒に工業と数学の関
連性を意識させ，同時に少しでも数学が好きに
なれるように，との教諭の意図を感じることが
できる。
　紙面の都合でルーブリックは掲載しないが，
生徒のレポートからは，論理的な思考・グラフ
を使用した丁寧な説明を読み取ることができ，
高い評価を与えることができる。

6．まとめ

　具体例を示し記述したように，生徒にルーブ
リックを提示し，学習成果を客観的に評価する
ことで，学習に対して「興味・関心」の高い生
徒は，積極的に課題に取り組み，完成度の高い
レポートを作成するようになる。
　従来の知識を問うテストに加え，学習単元や
学期の区切りでパフォーマンス課題に取り組ま
せ，その成果を総合的に評価することで，より
信頼性の高い評価を行うことができ，生徒の学
習意欲を高めることができるようになったと感
じた。
　また，パフォーマンス課題の発表会を持つこ
とで，工業高校の生徒には不足しているといわ
れる，プレゼンテーション能力やコミュニケー
ション能力の育成にも繋げることができると感
じた。
　次期学習指導要領では，生徒が主体となった
学習展開，アクティブ・ラーニングによる授業
展開が求められると聞いている。今回取り組ん
だパフォーマンス課題による研究実践は，アク
ティブ・ラーニングを視野に入れた実践である。
　生徒の学習意欲を高め，産業界から求められ
る人材を育成するために，今後もパフォーマン
ス課題を取り入れた授業に積極的に取り組んで
いきたいと考えている。

報告書「効果的な在庫量の増やし方は」
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％という結果になっている。
　アクティブラーニングの学習形態を具体的な
例で示したものが図 2である。これらの学習形
態は，ピラミッドの下層部分のものが多く，ア
クティブラーニングが学習を定着させることに
効果的であることを示している。

4．アクティブラーニングにおける学習の 
過程

　現行の学習指導要領では「基礎的・基本的な
知識・技能の習得を重視するとともに，観察・
実験やレポートの作成，論述などの知識・技能
の活用を図る学習活動を充実すること，さらに
総合的な学習の時間を中心として行われる，教
科等の枠を超えた横断的・総合的な課題につい
て各教科等で習得した知識・技能を相互に関連
付けながら解決するといった探究活動の質的な
充実を図ること」と示されている。
　中央教育審議会答申（H 20.1）においては，「基
礎的・基本的な知識・技能」及び「思考力・判
断力・表現力」を子どもたちに身に付けさせる

学習の流れとして「習得・活用・探求」という
学習活動の考え方が示された。（図 3）
　これらを踏まえて，アクティブラーニングの
授業を「習得」「活用」「探求」の能力の育成に合
わせた授業モデルに分類することができる。
①　「習得」モデル【教科学習（座学 ･実習）】
・教科学習の中で与えられた知識を習得する。
・生徒同士の学び合いなどにより理解を深める。
②　「活用」モデル
【教科学習・総合的な学習の時間・課題研究】
・教科学習で習得した知識 ･技能を活用する。
　→　思考力・判断力・表現力の育成
③　「探求」モデル【総合的な学習の時間・課
題研究・各種競技大会への取組】
　教科で身に付けた「習得」「活用」の力を基に
して，教科の発展学習や総合的な学習の時間で，

図2　アクティブラーニングの主な手法

（文部科学省「言語活動の充実」に関する指導事例集を基にイメージを作成）

図3　学習活動の流れ
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課題を見つけ，見通しを持って課題を解決して
いける力の育成を目指す。

5．アクティブラーニング型授業の実践

　「機械設計」において，アクティブラーニン
グ型授業の実践を行った。学習指導案（図 4）
と学習の流れを以下に示す。
⑴　授業の概要
　・科　　目：機械設計
　・単  元  名：曲げ

　・学習内容：曲げ応力と断面係数（2 / 2）
⑵　学習の流れ
①　講義（教師主導）
・実験結果がどうなるのか自分で考えて予想し，
挙手で解答する。
・演示実験をみて自分の予想と結果を比較する。
・実験で用いた 2つの断面係数を求め，実験結
果と比較し，前時で学習した断面係数が持つ
意味を確認する。
・本時の学習課題や学習の流れを確認し，学習
の見通しを持つ。

図4　「機械設計」の学習指導案
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②　課題 1（個人・ペア学習）
・実験結果がどうなるのか，自分なりの根拠に
基づいて予想する。【自ら考える】
・隣同士でペアを組み，予想した結果とその根
拠を説明し合う。【説明する・聞く】
・演示実験をみて，自分の予想と実験結果を比
較する。【体験する】
・断面係数を計算し，実験結果を比較する。
・断面係数が大きい形状の規則性を考える。
③　課題 2（個人・グループ学習）
・これまでに身に付けた知識や体験をもとに，
各自で最も曲げに強い断面形状を考える。
　【自ら考える】
・各自で断面係数を計算で求める。
・他の生徒が考えた形状や断面係数と自分が考
えたものとを比較する。【自分の考えの修正】
④　振り返り【習得】
・この授業を通して気づいたことや理解したこ
とをプリントに記入し学習の成果を確認する。

6．授業実践からの効果と課題

（効果）
・演示実験を取り入れ，結果を予想させること
で，生徒の授業に対する興味関心が高められ
た。
・実験の結果を予想し理由を考えることで，根
拠のある自分の考えを持つことができた。
・ペアの相手に自分の考えを説明したり，相手
の考えを聞くことで，自分の考えを整理する
ことができた。
・グループで互いの意見を聞き合うことで，自
分の考えをより良いものへ修正できた。

（課題）
・自分の考えを他人に説明することが苦手な生
徒も多く，学び合い（話し合い）を成立させ
ることは難しい。課題の内容や提示の方法を
工夫したり，グループ学習のルールを決めて

子どもたちへ示すなど，グループ学習（学び
合い）がしやすい環境づくりが必要である。
・教材を準備するのに時間や労力がかかる。教
師間で教材開発を協働で行ったり，教材の共
有化を図るなど，教師間の協力関係が有効で
はないか。
・生徒の活動時間をより多く確保するため，説
明や板書などの提示に費やす時間をなるべく
節約する必要がある。そこで，ICT機器の活
用が効果的である。

7．おわりに

　アクティブラーニングには，特に決まった定
型的な形はなく，自由に授業の設計が可能であ
る。これまでの授業をすべて変えてしまうので
はなく，従来の授業の中に少しずつアクティブ
ラーニング的な活動を取り入れていくことで，
その効果が発揮できるのではないか。
　子どもたちの興味・関心を高めるためには，
実際の画像や動画を提示することが効果的であ
る。また，実物投影機やプレゼン用ソフトなど
を使用することで，板書にかける時間を節約し
たり，教材の保存を容易にすることができる。
液晶プロジェクターやモニタなど，身近にある
ICT機器の活用を習慣化することで，アクティ
ブラーニングに取り組みやすい環境を整えてい
きたい。
　これからも，教科の内外の先生方と協力しな
がら，アクティブラーニング型授業を実践して
いくことで，子どもたちに確かな学力を定着さ
せられる授業改善に努めていきたい。
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